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三
こ

年

八

月
二

九
日
｡

サ
マ

セ

ァ

上
州
(

S
O

ヨ
e

r

邑
賢
且
北
方
の

村
リ

ソ

ト

ゥ

ソ

(

W
↑
i

日

管
ロ
)

に

生
れ

る
｡

父
ジ

ョ

ソ

ニ
ク

ク
(
1

0

F
ロ

ど
の

訂
)
､

富
裕
な

郷
士
､

郡
槍
凛
官
｡

母
ア

ダ
ニ

ス

･

キ

ー

ン

(

A

笥
0

∽

内
e

e

ロ
O

ロ

ッ

ク

の

幼
時

に

他
界
)
｡

幼
年
時
代
を
､

商
業
.

政
治
の

中
心
ブ

貴
ト

ル

■
(

聖

賢
〕

違
い
.

ヘ

ソ

ス

フ

ァ

ド
(

P

邑
鵠
)

の

村
で

撃
す
｡

父
､

ロ

ッ

ク

の

教

育
に

漢
い

配
慮
を

沸
い
､

ピ

ュ

ア

ヮ

タ

ン

的
規
搾
に

よ
っ

て

訓
育
｡

ロ

ッ

ク

ま

た

父
に

あ
つ

い

敬
愛
の

念
を

抱
く
｡

ヰ

〓
八

三

七

年
(

五

歳
)

弟
ト

マ

ス

(

つ
F
O

ヨ
P
∽

)

生
れ
る
｡

た

だ
ひ

と

り
の

兄
弟
｡

〓
(

四

こ

年
(

一

〇

歳
)

父
､

三
賞
渡
の

多
い

逝

隣
の

ヰ
に

あ
っ

て
､

試
合
軍
に

投
じ
､

義
勇
軍
の

騎
兵
陵
長
と

な

る
｡

こ

れ
に

よ
っ

て

家
産
傷
手

を

こ

う
む

る

も
､

父
の
･

こ

(

2
)

の

行
動
と
､

時

局
に

た
い

す
る

関
心
と

は
､

政
治
的
･

宗
教
的
関
越
に

か

ん

す

る
･

.
ロ

ッ

ク
の

態
度
形
成
の

上
に

強

い

影
響
を

輿
え
る
｡

〓
八

四

大

年
(

一

四

歳
)

父
め

友
人
訪
唇
の

ポ

パ

ム

大
佐
(

C
｡
-

｡

邑
勺
｡

首
P

且
の

す
す
め

に

よ

り
､

昔
時

黄
昏
側
に

あ
っ

た

ウ

テ
ス

ト

ミ

ン

ス

ク

ー
･

ス

ク

ー

ル

(

W
e

苧

邑
ロ
S
t

O

り

S
c

F

0
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)

に

入

畢
｡

(

8
)

古
典
を

畢
習
｡

し

か

し
､

畢
校
教
育
に

た
い

し

好

ま

し

か

ら
ぬ

印
象
を

抱
く
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五

九
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ホ

ァ

ブ

ズ

の

友
人
､

ウ
ェ

ス

ト
､
､

､

ソ

ス

タ

. -
お
よ

ぴ

オ

ク

ス

ア

ァ

ド

時
代
の

ロ

グ

ク

の

同
級

宅
へ

ゾ

サ
･

ス

タ

ブ

ブ

(

巾

訂

冒
呵

S
t

ロ

ぎ
e

)

か

ら

そ

(

7

)

の

著
書
『

信
仰
事
項
に

か

ん

す

る
･

賃
政
者
の

権
力
の

起
源
と

範
囲
と

に

か

ん

す
る
一

輪
詮
』

を

磨
ら

れ

る
｡

ロ

ッ

ク
､

こ

れ

に

た
い

す

る

線
状
の

中

で
､

信
教
と

政
治
権
力
と

の

関
係
に

か

ん

し

最
初
の

意
見
を

表
明
｡

こ
八

大

〇

年
〔

二

八

哉
)

ク

ラ

イ
■ス
ト
･

チ

ャ

ー

チ

の

ギ

リ

y

ヤ

語

講
師
に

任
ぜ
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れ
る
｡

へ

8
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ェ

ド

ワ

+

ド
･

バ

グ

y

ヨ

ウ
(

E

賢
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P
r

d

野
叫

賢

覧
1
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の

筐
名
パ

ン

フ

レ

タ

ー

『

宗
教
的
信
仰
に

お

け
る

無
関
係
事
項
に

か

ん

す
る

大
問
題
の

簡
述
』

に

こ

た

え

る
た

め
､

『

賃
政
.
者
ほ
､

宗
教
的
信
仰
に一
か

ん

す
る

無
関
係
事
項
の

運
営
を

合
法
的
に

命
令
し

決
定
し

う
る

や

否
や
』

の

表

題
で
､

英
文
お

よ

び

(

9
)

ラ

テ

ン

文
の

論
課
そ

れ
ぞ

れ
一

つ

を

執
筆
｡

へ
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､
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治
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係
に
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､

冒
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和
国
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執
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｡

王
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復
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歓
迎
し
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で
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力
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磯
治
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力
を

要
望
｡

フ

ィ

ル

マ

ー
､

ホ

ッ

プ

ズ

の

影
響
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に

あ
っ

た

模
様
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1 1
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と

政
治
権
力
上
の
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に
つ

い
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は
､

フ

ッ

カ

ー

の

所
論
を

踏
襲
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父
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1 8
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サ

ケ
ル

ド

え
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『

備
忘
録
(

C
｡

ヨ

ヨ
｡

ロ
･

空
甥
e

哲
｡

訂
)
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を

記
し

始
め

る
｡

こ

の

年
の

備
忘
録
の

中
に

は
､

信

教
と

政
治
構
力
と

の

関
係
に

か

ん

す

る

項
目
『

倍
権
』
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エ

ク

レ

シ

ア

お

よ

び
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こ
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に
つ

い
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の

見
解
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韓
換
を

元

す
『
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記
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る
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(

2 6
)

ロ

ッ

ク
､

『

政
治
上
の

権
力
と

宗
教
上
の

権
力
と
の

相
違
に
つ

い

て
』

を

手
記
｡

こ

の

雫
王

立

協
昏
々

報
(

坦
E
-

○

還
E

邑
ゴ
呂

琶
t

ぎ
且

に

寄

(

㍗
)

稀
｡

l

六

七

四

年
(

四
二

歳
)

腎
畢
得
業
士

競
を

え
る
｡

y

ヤ

ー

フ

ツ

べ

品
か

ら

年
金
一

〇

〇
ポ

ン

ド

を

お

く
ら

れ
､

か
つ

郷
里
サ
マ

セ

ッ

ト

の

土

地
か

ら
の

収
入

牢
よ

り
､

裕

弼
な

生
酒

を

保
護

与
れ
て
､

研

究
に

専
念
｡

〓
八

七

五

年

(

望
一

哉
)

ト
七

大

年
(

四

四

哉
)

〟

㌃
醐

誠
㍍

閑
調
絹
醗

㌔
よ

壷
聖

書
エ

(

言
｡
-
-
-

e

芝
お

も

む
く
た

め
､

三

度
大

陸
に

放

萱
｡

-

蓋
ノ

､

パ

リ

(

ヮ
胃
i

∽

)

か

ら

三
ソ

(

昔
日
)

に

至
り
､

普
他
の

ジ
ュ

ズ

イ
ブ

ト

涯
学
校
の

国
書
館
に

感
襲
｡

フ

ラ

ン

ス

南
部
の

民

情
を

見
聞
し
つ

つ
､

一

二

月
キ

ン

ペ

リ
エ

に

着
く
(

二
ハ

七

七

年

早
春
ま
で

こ
. こ
忙

滞

在
)

｡

督
地
の

属
官
､

.
風
俗
､

産

業
に

す
こ

ぷ

孟
ハ

味
を

引
か

れ
､

か
つ

ま

李
y

ヤ

ー

フ

芸
且
脚
の

求
め

牢
よ

り
､

『

ぶ

ど

う
と

オ

号
ヴ

と
の

生

育

と

裁

(

29
)

増
､

『

川
約
約

㍍
瑚

雛

撃
っ

い

て

の

覧
』

を

執
筆
｡

一
〓
八

七
七

年

(

四

五

歳
)

春
｡

バ

是
戻
る
｡

ジ

ャ

ー

フ

ツ

べ

品
の

推
翠

賢
り
､

サ

ー

･

ジ
ョ

ン

･

バ

ソ

ク
ス

(

誓

盲
昌
昌
粁
∽
)

の

子
息
の

家

塵
教

師
と

な
.
る
｡

1

デ

カ
ル

ト

の

著
作
集
に

接
し
､

こ

れ
を

臥

窄
『

備
忘

録
(

A

訂
室
-

豊
に
､

次
ぎ
の

項
目

を

要
る
｡
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A
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邑
p

ヨ
昌
｡
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